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はじめに

鹿児島県立図書館は1987年 に開設 された 「方言ライブラリ」でテープ録音された方言音

声資料を公開 している。1994年 に刊行された 『方言採録テープ目録』によれば、テープは

市町村別 に採録されてお り、当時の96市 町村のうち85市 町村に及ぶ地域の方言音声資料

が、それぞれ一本以上のカセッ トテープとして所蔵されている。目録では、原則 として、

収録年月日、話 し手(お よび聞き手)、対訳本の有無、内容の概略が記載され、市町村ごと

の目録番号が付されている。収録年月日は1972年 から1986年 に及んでいる。話し手は、

テープ全体が一人のもの、方言話者ではない聞き手によるインタビュー形式のもの、二人

の方言話者による対談、老人会メンバーによる座談会形式などさまざまである。対訳本は、

「鹿児島の方言 原稿用紙」と印字された統一的な規格の用紙に、方言(形)、 共通(語 形)

の2行 の組が1ペ ージに8組 ずつかな漢字交じりで手書きされている形式が標準である。

複数のテープの対訳本が一冊に製本されている場合があり、テープと対訳本は一対一には

対応 しない。テープによっては、共通語形が別のテープに録音されているものもある。対

訳本を欠いているテープや、対訳本のカナ音声転写が厳密ではないテープにっいでは目録

で注記されている。内容は、地域の民話、話 し手(た ち)の 回顧談が多い。地域に関する

思い出話が多いが、個人的な経験を主題 とするものも含まれている。

鹿児島県立図書館方言ライブラリで公開されているこのテープ音声資料 と対訳本を、鹿

児島県立図書館 と熊本大学総合図書館の図書館相互貸借制度によって貸 し出して利用する

ことができた。複写 に関する制限事項は特になかったので、音声資料 と対訳本を、共に私

的利用のために複製 した。本稿は、この複製資料の分析例を提示することにより、方言 ラ

イブラリ資料の学術的価値を報告し、またその研究利用のための環境整備やルール作 りの

必要1生について説明することを意図するものである。貸 し出した資料は、2009年 度は川内
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市(2-1)[現 薩 摩i川内 市]、 枕 崎 市(4-1、4-2)、 阿 久根 市(6-1)、 出水 市(8-7、8-8)、 大 口

市(9-1)[現 伊 佐 市]、 加 世 田市(11-1)[現 南 さつ ま市]、 西 之 表 市(13-1、13-2)、 鹿 児 島

郡 三 島 村(17-1)、 同 十 島村 宝 島(18-1)、 揖 宿 郡 頴 娃 町(21-1、21-2)[現 南九 州 市]、伺 開 聞

町(22-1)[現 指 宿 市]、 川 辺 郡 笠 沙 町(23-1)[現 南 さつ ま市]、 同坊 津 町(25-1)[現 南 さつ ま

市]、 同 知 覧 町(26-1、26-2)[現 南 九 州 市]、 薩 摩郡 上 甑 村(44-1)[現 薩 摩 川 内市]、 同下 甑

村(45-1)[現 薩 摩 川 内市]、 出水 郡 東 町(49-1)[現 長 島 町]、 同長 島 町(50-1、50-2)、 熊 毛

郡 上 屋 久 町(82-1,82-2)[現 屋 久 島町]、 同屋 久 町(83-1、83-10、83-12)[現 屋 久 島町]で あ

る。 い ず れ も、鹿 児 島 県 の方 言 を本 土 方 言 系統(薩 隅 方言)と 琉 球 方 言 系統(奄 美 ・沖 縄

方 言)に 二 分 した 場 合 に本 土 方言 系統 に属 す る と考 え られ る方 言 の 資 料 で あ る。 本 稿 で は

この う ち、 薩 摩 地 方 の 東 シ ナ海 に面 した 鹿 児 島 県 西海 岸 の諸 方言 を中 心 に 、 特 に韻 律 構 造

に つ い て の分 析 例 を提 示 す る。

1音 声 コー パ ス と して の 鹿 児 島 県 立 図 書 館 方 言 ライ ブ ラ リ

この 県 立 図書 館 方 言 資 料 の もっ と も大 き な特徴 は、 ほ ぼ 均 一 な 世代(明 治 末 か ら大 正 初

頭 生 まれ)が ほ ぼ 同 時 代 に よ く似 た 環 境(同 世代 の 同地 域 出 身 者 との 談 話)で 行 な っ て い

た 言 語 使 用 の地 理 的 変 異 が 、 一 定 の 密 度 で 記録 され て い る、 とい う こ とで あ ろ う。 関 心 を

もつ 言 語 特 徴 に よっ て は この密 度 が粗 す ぎた り細 か す ぎた りす る場合 も あ ろ うが 、 市 町 村

域 を超 えて 分 布 す る よ うな方 言 的特 徴 につ い て は貴 重 な資 料 とな っ て い る とい っ て よ い。

た とえ ば 、住 田(1985)が 佐 賀 県 鹿 島市 方 言 、村 上(2003)が 熊 本 県松 橋 方 言 で 報 告 した形 容 詞

接 続 の 未 完 了 ア ス ペ ク ト形 式(～ ヨル)は 、 回想 の発 話 が 多 い 方 言談 話 資 料 で 頻 出す る。

(1)a.ほ ん に うれ ひ か い お した(川 内)「 ほん と うに うれ しい もの で した」

b.ゆ か い こっ が お おか い お ん した(阿 久根)「 愉 快 ご とが 多 い もの で した 」

c.お とお しか ご っ た い な(坊 津)「 お そ ろ しい ものだ っ た よね」(V/A一 ごっ)2

この形 式 の 使 用 は世 代 差 とみ られ 、 動 詞 接 続 形 式 と して は ヨル を使 用 す・る筆 者 の 世 代 で

は 、 受 動 的 な知 識 は あ る もの の、 動 詞 接 続 の場 合 と異 な り～ テ イ ル形 で 置 き換 え る こ との

で き な い3こ の形 式 は 、ま ず使 用 す る こ とが な い とい って よ く、形 容 詞 の カ リ由来 の連 用 形

は促 音 便 形 に 限 られ る。形 容 詞 活 用 と動 詞 活 用 の近 接 とい う点 で は 、 尊 敬 語 形 の 「い そが

しか いや っ た(加 世 田)」 も 同 じ く この世 代 の形 式 と言 え そ うで あ る。 ま た 、1a.「 お した 」

とlb「 お ん した」 は、 ア ス ペ ク ト形 式 オ ッタ に対 応 す る丁 寧 形 で あ る が 、方 言 丁 寧 形 が 常

用 され て い るの も世 代 的 特 徴 で あ る とみ られ る4。 この 丁 寧 活 用 接 辞(/s/～/NS/～/N/)は 、 語

彙 的 丁寧 動 詞 ゴ ワ ス 、 オ ジ ャス 、 助 動 詞 モ スな どの 活 用 接 辞 に現 れ る ほか 、 形 容 詞 ・助 動
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詞 ・一部補助動詞活用接辞(/r/～/Q/～ゼロ)の交替形 として分布している地域があるとみ ら

れ、川内方言や阿久根方言 もこのタイプに含まれる。これ らの形容詞活用体系の全体像の

記述やその地域差の分布 と通時的形成過程の解明(た とえば、iモス〉(n)sの 変化5を裏付

けるような率フ トカイモス形[〉フ トカス]の実証)は 、遠からず二次資料を含む文献に頼る

ことになろうが、方言 ライブラリの仮名書きによる表記の不備は、実際に音声を伴なうこ

とによって十分に補われてお り、一次資料 として活用で きるようなデジタル化や表記の標

準化が必要になるだろう。

音韻特徴の音声録音資料 としては、1930年 代以降、上村孝二氏らによって記録された鹿

児島県各地の方言固有の分節音の特徴が、録音状態のいい資料ならまだかなり確認できる、

という点でも重要であるが、テープ録音の音質にかな りばらつきがある中で、ほとん どの

資料がアクセ ントやイン トネーシ ョンといった韻律構造の資料 としては十分に使用可能で

ある、という点を強調 したい。この地域のアクセン ト体系については1930年 代以降、長島、

出水 ・北薩(南 肥後)、枕崎、薩南、甑島、屋久島各地、西之表、 トカラと、地理的に比較

的高密度な記述があるが、方言ライブラリは、 トカラや頴娃町のような広域の自治体を除

けばこれ より高い密度で資料があって、提唱されている複数のアクセントタイプの中間に

位置する方言についてもそのアクセントの実現形を確認することができる。さらに重要な

のは、1950年代 に川上葵氏が東京方言について句音調を提唱 したのにはじまり、上野(1984)

やPierrehumbertandBeckman(1988)を 経て、語より大 きな構造の中での位置によってアク

セントの実現形が どのように変わるかがアクセン ト研究や音韻記述の中心課題 となりつつ

ある中で、方言談話音声資料がこのような分析の一次資料にな りうる、 という点である。

この地域の方言の多 くは、先行研究によってすでに二型アクセントであることが知られて

いるが、 これ らの豊富な先行研究の語あるいは文節の単独での発話の記述を手がか りにし

て、これ らの語が異なる構造環境で どのように実現するかを観察し分析することによ り、

より充実 した音韻記述が可能 となる。また、これ らのアクセ ント体系はすでに、奥村(1978)、

添田(1996)、木部(2000)な どで主 として二拍語の語および文節でのアクセン ト型の推移モデ

ルに基づ く系統分類が試みられているが、音韻句に関する特徴の通時的変化 と弁別特徴の

通時的変化を区別することにより、より総合的な観点か ら、 これらの体系同士、あるいは

他の日本語方言アクセン トとの系統関係を再考することがで きると考 える。

2.二 型アクセン トの韻律分析

東京方言の韻律構造の考え方には二通 りある。川上華氏や上野善道氏は、語より大 きい
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韻律単位として句を立て、単独で発話された語や文節は同時に句でもあり句の標識 と語の

音韻特徴が共存 していると考え、実現形の韻律特徴を句頭のみに現れる特徴 と位置に関わ

らず実現する語に固有の特徴 とに分析する。これに対して、郡史郎氏は単独での発話の音

形を基準 として、文脈での異なる実現を「アクセン トの弱化」として記述する。Pierrehumbert

andBeckman(1988)の 分析は、語より大 きいAPとiPを もつ構造階層を想定する点で前者 と

共通であるが、APの 実現形では無核型の語の後での境界声調削除、ipの 実現形では最初

のHLに 後続する位置でのダウンステップ(!H)というプロセスを仮定 してお り、単独発話

を含む句頭位置での語の実現形を基底 とする点で後者に近い。前者でいう句の特徴が、句

頭の語にのみ実現する、 という場合には、どちらの分析でも記述的妥当性 に差がない。

児玉(2008)と 児玉(2009)で は、前者の考え方で鹿児島市方言 と出水市方言の韻律構造を分

析 したが、いずれの方言でも、郡史郎氏の 「しみじみ調」イン トネーションのような共時

的分析に議論の余地のあるものを除けば、句の特徴は句頭の音韻語に実現すると分析 して

お り、この点で東京方言 と同様な異分析の可能性を残 している。概略は、以下のようにま

とめられる。

A.音 韻語固有の特徴(鹿 児島市方言、出水市方言に共通。「文節」が音韻語 として実現)

・1 ._Fl(A型)

・1 ....]1(B型)

"F"は 、最終音節が2モ ーラに分割 される場合は2モ ーラ目、そうでなければ最終音節

全体に実現するピッチ下降曲線、"]"は、句内に後続音節があればその冒頭に実現するが

その音節の終わ りまでには停止するピッチ下降である。 これ以外の位置では有意味なピ

ッチ下降はな く、ピッチは連続的に推移する。鹿児島市方言では、短開音節 と短閉音節

および一部の長開音節が2モ ーラに分割されないが、出水市方言では2モ ーラに分割 さ

れないのは短開音節のみであり、これらも句末イントネーションが加わって分割される

場合がある。

B.音 韻句の特徴{ _F/]1に 実現する。

・ 鹿児島市方言{L*[H

最大1音 節のHで 終わる。この音節冒頭でピッチ上昇。先行部分は0個 以上のL音 節

の連続 となる。(し みじみ調イントネーションではHの みが句のすべての音韻語で繰 り

返され、最終語で最大になる。強調イン トネーションではLとHが ともに卓立。)

・ 出水市方言{R+

卓立音節のない句頭からの上昇調。上昇終端のHが しみじみ調イントネーション(R+
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が句内のすべての音韻語に及ぶ)と 強調イントネーションでそれぞれ(句 末の音韻語以

外で)抑 制/(句 頭の音韻語で)卓 立する。

しみじみ調イン トネーション以外では音韻句の特徴は句頭の音韻語内で実現するので、

AとBの 二つの総和が単独の発話での語や(音 韻語 として独立 しない付属語のみを含む)

「文節」の実現 となる。ピッチの上昇が音韻句のみの特徴であり、「しみじみ調」を除けば

句頭以外の位置ではピッチが上昇 しない、という点でも両方言は東京方言 と似ている。音

韻語数の多い長い句では、間にピッチ上昇が入らないまま各音韻語間でピッチが下降する

ため、句末のピッチは非常に低 くなる。

児玉(2008)と 児玉(2009)で は、このような韻律分析の妥当性 を確かめるために、それぞれ

短い音声コーパスを作成 し、この分析に従った解析 と韻律ラベ リングを試みた。同様な韻

律構造解釈 とラベ リングが第三者作成の音声コーパスでも可能かどうか、また、可能であ

る方言は地域的にどのように分布しているかを確かめるのが、鹿児島県立図書館方言 ライ

ブラリか ら談話録音テープを借 りて複製 した一つの動機である。

少なくとも音韻語 と音韻句の特徴 については上記の鹿児島市方言 とほぼ同様な構造解釈

が可能であると判断 したのは、川内市高江、大口市、揖宿郡開聞町の資料である。このほ

か、枕崎市 ・坊津町 ・上屋久町楠川 ・屋久町尾の間で聞き手 として登場 し、姶良郡加治木

町のテープでは目録に話 し手としてクレジットされている新納教義鹿児島県立図書館長の

発話も、同じ分析が可能である。このような一音節卓立型の音韻句を、薩隅方言主流の韻

律構造 とみなすことがで きるだろう。平山輝男氏が報告する、鹿児島県東部から宮崎県南

部の尾高一型アクセン トも同じタイプの音韻句であるとみなせば、南九州主流であると言

ってもよいかもしれない。

特に卓立音節がなくゆるやかに上昇する音韻句をもつと分析される談話資料テープは、

出水市のほか、阿久根市と(録 音状態が悪いが)出 水郡東町のものである。奥村(1978)で、

B型2拍 語に助詞を伴 う3拍 で2拍 目に 「中」、助詞に 「高」と表記され、北薩摩でも東町

(長島東部 と獅子島)に 分布するとされる 「南肥後式」にほぼ相当す ると考 えられる。鹿

児島式 との違いは、音韻句のほかに、A型 音韻語末で短閉音節が2モ ーラに分割されるこ

とであるが、 この特徴も音韻句 と相関すると判断される。

このほかの地域、つまり、薩摩半島南西部 と島崎輿部の談話資料は、明らかに上記の二つ

のタイプとは異なる韻律構造 をもっている。文字転写された資料をみる限 り、語彙や文法

の点では主流地域 と共通点が多いにも関わらず、テープで聞 く音声で方言差が明確 にわか
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るのである。 この違いが、音韻句の特徴によるものであるのか、あるいは音韻語の弁別特

徴の変化によるものであるのかを分析 し、それぞれの分析に応じた韻律ラベ リング方式を

考 えてみる必要があろう。本稿では、 これ らの方言の うち主 として、鹿児島県の西海岸沿

いの地域のい くつかの方言の韻律構造分析を提示する。

各方言テープについて、以下の手順で分析を進めている。

① 頻出語や長い音韻語を中心に、そのピッチパターンの変異に着 目して、音韻語 として

の特徴(不 変部)と 音韻句やイントネーションに関わる部分(可 変部)に 分析す る。

② 短い音韻語に関する先行研究があればvこ れとの整合性を考え、また、必要に応じて

ピッチ変動を分析 して、全体 としての韻律構造の仮説を立てる。

③ この仮説をある程度の長さをもつ方言音声資料に当てはめて韻律 ラベリングを行い、

その妥当性を検証 し、問題があれば問題がなくなるまで仮説の修正 と検証を繰 り返す。

①で、頻出語だけでなく、特に、長い音韻語に着目するのは、音節数が長い場合の実現

形がなければ性質を確定で きない特徴があるからである。たとえば、出水方言音韻句の上

昇調のような曲線声調連続を鹿児島方言音韻句の一音節卓立のような段階声調 と区別する

ためには、3音 節以上のデータが必要である。この点、さまざまな音節構成をもつ長い語

が比較的現われやす く、また、音韻句頭以外の位置に現われやすい機能語(助 動詞や補助

動詞)も 丁寧接辞や敬語助動詞を伴って長 くなることが多い談話音声コーパスは、韻律構

造の分析のために貴重な資料であるといえる。③の韻律 ラベリングの当面のゴールは、音

韻句の境界 と音韻語の境界を判定できるかどうかである。音韻句の区切 りは唯一的に決定

できるものではな く、原則 として任意の音韻語境界に挿入できるので、ある区切 りを別の

区切 りをより自然であるとする判定は、暗黙のうちに日本語の音韻句構成は方言の違いに

関わらずおおむね共通であることを前提にしていることになる。 この判断は、そうではな

いという明確な反例が現われるまでは有効であると考える。音韻語の境界、た とえば、 ど

んな(構 文論上の)付 属語が音韻語 として独立しどんな付属語が独立しないかは、鹿児島

方言の範囲で も方言差がある。たとえば、長島方言では 「～スル」は全体 として統合す る

が、筆者の世代の鹿児島方言ではスルの前が2音 節以上であれば音韻語境界が間に必ず現

われる。 このようなケースでは、一貫して音韻語境界がある、境界の有無の両方が可能で

ある、一貫して音韻語境界がない、の3つ の可能性があることに留意してお く必要がある。

強調イントネーシ ョンや 「しみじみ調」イントネーションの有無やその実現については、

当面は、音韻句実現形の例外 とみえる場合の説明 として妥当かの検証に例外的に言及する

にとどめ、正面からは取 り扱わない。 この種のイントネーションが自然な談話で どの程度
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の頻度で現われるかについては実証データがほしいところである。

2.1.長 島町方言

鹿児島県北西部、北西側が天草下島南部、南東側が鹿児島県阿久根市に面する長島の西

半分を占める長島町の方言である。話 し手は、中央部の指江部落から2名 、城川内部落か

ら2名 で、それぞれの対談の形式で録音 されている。二つの集落の方言は韻律上の特徴 を

共有 している。

先行研究 としては、奥村(1978)の 「長島式」、添田(1996)の 「三角浦 ・長島式」に分類さ

れた二拍語分析がある。A型 で、語単独 ・文節 とも一拍目、B型 で、語単独で2拍 目、文

節で助詞、つまり最終拍が高 となる、とする。

音韻句の大きな特徴は、句頭からの高平調で、隣接する東町や阿久根市での上昇調 とは

はっきり区別 される。 ピッチの急激な上昇が句頭の1音 節内で完結し、このピッチが句頭

音韻語の下降開始近 くまで維持されるのである。句頭の音韻語がB型 の ときは音韻語全体

が高平調 となる。A型 の場合は、句頭音韻語末の最大2音 節が下降調を取 り、それに先行

する部分が高平調である。音韻句 としての高平調は、句頭音韻語の範囲を超えることがな

いが、2語 が1音 韻語 として統合(ア クセントは二型アクセン トの複合語規則に従って前

分 と同じになる)す ることが比較的多 く、このため多音節にわたって継続する高平調が目

立っ。

B型 音韻語は鹿児島方言や出水方言 と同様に1....]1のような、音韻語内全体で非下降の連

続 したピッチ とな り、句頭以外の位置では音韻語境界ごとに1頂次 ピッチが低 くなる。 これ

に対して、A型 音韻語の末尾の下降調は、さまざまな要因で長さが変わる。

凡例:{[(音 節連続)音 節頭上昇(#[で卓越的上昇)と高平調]1(音 節)音 節頭下降

](音節)音 節下降調 ノr彦廟 音節第2モ ーラ下降調

{[ソイ]デ}「 それで」{[ゼ 月 ブ}「 全部」cf.{[ソ イ]カ]ラ}「 それから」

・2音 節の音韻語では末音節のみが下降調が原則。ただし、頭音節が棲音に終わる閉音節

で末音節が短い場合に頭音節後半が前半に比べてやや低 く聞こえる場合がある。

{[オ]ドイ]ノ}～{[オ ノだイ]ノ}「 踊 りの」{[オ]ド ッ]テ}「 踊って」

・3音 節以上の音韻語の語末が短開音節であれぼ、次末音節か ら下降が開始する。

{#[オ ドイ]ノ}{#[ヒ]モ}「 踊 りの日も」

・ 強調イン トネーションが加わると次末音節まで高平調が続 く。

{[ドゲン]1オドイ]ガ「 「どんな踊 りが～」
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{[ハ チ ン チ ガ]―オ ドイ]デ1「 八 日が踊 りで ～」

・ 音 韻 句 頭 以 外 の語 で は 末 音 節 の み が 下 降 す る。

{[ダ イ]タ イ}「 だ い た い」、{[ハ ジ]メ ッ}「 は じめ て 」、{[マ ワ]イ ー}「 まわ りに、交 替 で 」

・ 音 韻 句 頭 語 の末 音 節 が 長 音 節 や 閉 音 節 の とき は末 音 節 のみ が 下 降 調
。

{ヱノタ イ}「 二 人 」

・ 音 韻 句 頭 語 の次 末 音 節 が 無 声 の と きは 、末 音 節 の第2モ ー ラ の み が下 降 調 。

{リ ョノカ ン1ノ}{[ナ カ]1ジノグ イi「 旅 館 の な い 時代 」

・ 音 韻 句 頭 以 外 の 音 韻 語 で は末 長 音節 の 第2モ ー ラ の みが 下 降 す る
。

{#[ダ イ1タ イ}

・ 強 調 イ ン トネ ー シ ョンが 加 わ る と
、 音韻 語 末 長 音 節 の第1モ ー ラま で 高 平 調 。

以 上 を ま とめ る と、一 貫 して 下 降 調 な の は、 出水 方 言 のA型 と同 じ条 件 で 、音 韻 語 末 短

開 音 節 と2モ ー ラか ら成 る長 音 節 の 第2モ ー ラだ け で あ る こ とが わ か る。 音 韻 語 末 短 開 音

節 に先 行 す る次 末 音 節 や 音 韻 語 末長 音 節 第1モ ー ラで 下 降 が 開 始 す る こ とを、 音 韻 句 のA

型 音 韻 語 上 で の無 標 の 実 現 形 で あ る と解 釈 す れ ば 、 出水 方 言(南 肥 後 式)と の 違 い は音 韻

句 の 特 徴 の み とい う こ とに な る。

A.音 韻 語 固有 の 特 徴(「 文 節 」 が 音 韻 語 と して実 現)

・1 ._JFI(A型)

・1 ._]1(B型)

B.音 韻 句 の 特 徴{ -FI～{_]1に 実 現 す る。

{[H*<Q>

但 し〈σ〉は 音 節 また はモ ー ラ境 界 に は じ ま る1音 節 以 下 の 無 指 定 部 。 強 調 イ ン トネ ー

シ ョンが 加 わ る とHが 卓 立 し〈σ〉まで 延 び る。

この分 析 の 要 点 は、A型 の 単 独 発 話 で 末 尾 に聞 こ え る2音 節 あ る い は2モ ー ラの 「低 」

を 、必 ず しも実 現 しな い前 半 を音 韻 句 、一 貫 して い る後 半 を音 韻 語 の特 徴 と して 区別 す る、

とい う こ とで あ る。 高 平 調 に は じ ま る音 韻 句 が 、 無 標 のイ ン トネ ー シ ョ ンで は 末尾 に1音

節未 満 高 平 調 を指 定 しな い 部 分 を持 ち、 こ の部 分 がA型 の下 降 に先 立 つ と下 降 調(あ る い

は 「低 」)に 聞 こえ る、 と考 え る。 実 際 、下 降 の幅 は後 半 部 が 大 き く、{[オ]ド イ]ノ}の よ う

な発 音 で は2音 節 目 の ドイ は 、1音 節 目 よ りは低 い も の の 曲線 声 調 と して は非 下 降 に聞 こ

え る。B型 句 頭 音 韻 語 の 末 音 節 で も、2モ ー ラ音 節 の後 半 部 や 、次 に 音 韻 句 境 界 が あ り高
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平 調 音 節 が 後 続 す る場 合 の 短 末 音 節 でや や低 く聞 こえ る場 合 が あ るが 、A型 の場 合 ほ どは

一 貫 して い な い
。 音 韻 句 の 特 徴(句 音 調)の 実 現 形 に、 音 韻 語 の 型 に条 件 付 け られ た変 異

形 が あ る と考 え 、 この 変 異 部 分 を 可 変 長 のくσ〉で あ る と して お く。

以 下 に、 テ ー プ 録 音 資 料 の一 部(指 江 集落 の 対 話 の 半 ば か ら4分 半 程 度)について 、 こ

の よ う な分 析 に従 っ た 韻 律 ラベ リ ン グ を付 けた カ ナ 転 写 と対 訳 を掲 載 す る。 間 投 詞 の イ ン

トネ ー シ ョン と句 末 イ ン トネ ー シ ョ ンの 表 記 は省 略 した 。 音 韻 句 の境 界 は分 か ち 書 きで 示

した 。

凡 例:[(音 節):音 節 頭 で の 急激 な ピ ッチ 上 昇#[(音 節):プ ロ ミネ ン ス付 与

](音節)=音 節 間 下 降 。 音 韻 句 末 で は 音 節 が 下 降 調

ノr彦廟:2モ ー ラ音 節 の2モ ー ラ 目 の下 降調 。 前 に"["が あれ ば1モ ー ラ 目 で上 昇

下 線 部 は 母 音 無 声 化 また は無 声 摩 擦 音

マ#[ミ ガ ケ ヤ イノジ ャ ー[ホ]ヤ[ミ ン]ナ[キ ビ之 力]メ]二[オ オ タ ドン][マ]タ

[ア]ノ ナ ツ[ナ ツオ ドイノナ ン]ダ[オ モ シ]ロ イ1コ トモ][ア イ ヨ ッ タ ドン ナ]

「ま 磨 き あ い(し ご き)で は そ りゃ み ん な 厳 しい 目 に 遭 っ た けれ ど また あ

の な つ..夏 踊 りな ど は 面 白 い こ とも あ っ た も の だ ろ うね(ア イ ヨ ッ タ ド+ハ ン

ナ?)」

ハ ア[モ ー][ボ ツ]ボ]ツ[オ ドイ ノノジ.ヱン]ビ1ジ ャ ン ス ガ][1ナ[ダ イ]タ イ[ロ ク

ガ ツ ノ][ジ ュ ー ゴ ンチ ニ][オ ノだイ]ノ[ダ イ ガ][キ]マ ツ]テ[1ナ[ホ イ]デ[ブ ラ

ク ン]-シ]ガ[シ ョー ニ ン之 テ][ソ イ]デ[セ ー ネ ン ワ][ジ ュ ン]ビ]二[カ カ イ ヨー テ]

[モ ー][イ マ ゴ ロカ ラ]1ハ ンナ][ケ イ コ]1ヤ ツ]1タ ンデ][1ナ ー

「は あ も う ぼ つ ぼ つ 踊 りの準 備 で す が ね だ い た い6月 の15日 に 踊 りの

題 が 決 ま って で す ね それ で 部 落 の人 た ち が 承 認 して(※ サ 変 動 詞 が1音 韻 語 化

し て い る場 合 が 多 い)そ れ で 青 年 は 準備 に か か りあ っ て(※ 主 語 複 数)も う 今

頃 か らア ナ タ 稽 古 な ん で す か ら ね え 」

[ヤ ッパ イ][ド ゲ ン]1オ ドイ]ガ[ミ ン]ナ[五 キ]-ジ ャ イ ヨ ッ タ ケ]レナ[キ ノボ ー]ワ[ウ

カ イ ヨ ッ タ ケ]

「や っ ぱ り どん な 踊 りが み ん な 好 き だ っ た も の か な 希 望 は 多 か っ た も の だ っ

け」
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[マ イ トシ ヤ]1ヤ イ ドンカ ン][1ソ ン[ト シ ノ][1ナ ー[1ア ン[カ]ク[シ ユー]イ]ノ

[ブ ラ ク ン]1シ]ノ[1ソ ン[オ1だ イJノ[ダ イ モ ク モ][キ]イ]テ[キ ョー ゲ ンガ][ウ カ

ゴ ト][ア レバ][キ ョー ゲ ン ナ][ヤ]メ]テ[ボ ー オ ドイ]ト]カ[カ ネ オ ドイ]ト]カ[1

ナ ー[キ ョー ゲ ンガ][ナ カ ゴ タ レバ]1キ ョー ゲ ン ノ]1ヤ]ロ1]チ

「毎 年 は(ア レ)だ けれ ど も その 年 の ね あの 各 周 囲 の 部 落 の人 た ち の そ

の 踊 りの 題 目 を 聞 い て 狂 言 が 多 い よ うで あれ ば 狂 言 は や め て 棒 踊 り と

か 鉦 踊 りとか ね 狂 言 が ・な い よ う な ら狂 言 をや ろ うっ て 」

ホ ナ#[ホ カ ン ブ ラ ク ト]ノ#[カ ネ ア イ]ヲ#[カ ンゲ テ11シ ヨ ツノタ ソ1ジヤ ン][1ナ ヘ

エ[ソ イ]デ[オ マ エ タ チ ン トキ モ][1ソ イ[キ ョー ゲ ン オ ドイ]【ヤ ッ タ ドツ]ガ[ア ッ

ドン ナ][ド ゲ ン]1ジ ャ ッ タ][ケ[ド ケ]1シ シ ヨ]ワ[タ ノ ン ケ]―イ ツ]タ 崎]ト

「じゃ あ ほ か の部 落(※ 一 音 韻 語 化)と の 兼 ね 合 い を 考 えて して い た の で す で す

ね へ え そ れ で お 前 た ち の と き も そ れ 狂 言 踊 りをや っ た と きが あ るだ ろ うね

ど うだ っ た か な ど こへ 師 匠 は 頼 み に行 った の(※ こ の例 で は、 準 体 助詞 の 「ト」

が 独 立 して い るか)」

#[ソ ン ト]キ ヤ[ハ ンナ][ア ノタ イ]ガ[ア セ之 サ ニ]1マ エ]崎シ シ ヨ]ガ[イ]タ ツ崎ジ ャ ッ タ

イ ドン][1ナ ー[ソ ノ]ト]キ ヤ1モ ー][ビ ョ ー キ デ][ヨ ワ カ]1]」と1トコ イ]デ([1ナ イ

[シ シ ヨノみ"ン]ガ)[1ノ 、イ

「そ の と き は あ な た 私 が 天 草 に前 師 匠が い た ん だ っ た けれ ど も で す ね その と

きは も う 病 気 で 弱 って い る とい う と ころ で 」 「な に 師 匠 さん が 」 「はい 」

[ソ イ]カ]ラ[ヒ ゴ ノ][ツ ナ]ギ]二[ヨ カ][シ]シ ヨ]ガ レオ ソi]チ ユ1トノコ イ[ナ][ソ

ケ][イ]タ ッ1ク ッ]1]チ[ア ノタ イ]ガ[チ ョー]ド[セ ー ネ ン ノ][カ ン ブ]1之 げ ッ]タ1モ

ン]1ヤ ッデ ー カ][カ ン ブ ン]1シ]ガ[乙1夕 一イ[マ ダ][1コ ン[カ ゴ シ マ ホ ン]シ エ ン]

モ[ゼ ン]ブ[カ イ ツ ー サ レ トノラン]デ[1ナ ー

「それ か ら 肥 後 の 津 奈 木 に い い 先 生 が い る とい う とこ ろ に で す ね そ こに 行

っ て くる っ て 私 が ち ょ う ど 青 年 の 幹 部 を して い た も の な ので 幹 部 の連 中 が 二

人 ま だ この 鹿 児 島 本 線 も 全 部 開 通 され て な いか ら で す ね
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[イ ズ ン カ ラ][サ ー]キ[ア ユ デ]iイ キ ヨ ッ]タ1タ イ ドン カ ラ][バ]シ ャ]二1ノ ッ]テ[ミ

ナ マ タ]マ]デ1デ テ][1ナ ー[ホ イ]デ#[ミ ナ マ タ カ ラ サ]キ[ア ユ デ][サ ン タ ロ ー ト

ー]ゲ ー[テ ソ カ ッ タ]-モ ン]-ヤ ッデ ガ][チ ョー]ド[ニ バ ン トー ゲ ン トコイ デ][ヤ ス]1

ドッ タ]ヤ[ソ ー]ユ ー1トノコイ#[ニ コー キ]ガ 崎ヤ ツ]テ1ク イ]1モ ン][1ナ ー[ウ エ]カ]ラ

出水 か ら 先 歩 ん で(歩 い て)行 っ て い た の だ けれ ど も 馬 車 に乗 っ て 水 俣 まで 出て

で す ね それ で 水 俣 か ら先 は(※ 一 音 韻 語 化)歩 ん で(歩 い て)三 太 郎 峠 へ きつ

か っ た(疲 れ た)も の だか ら ち ょ う ど 二 番 峠 の とこ ろで(※ 一 音 韻 語 化)休 ん で い

た ら そ うい う と こ ろへ 飛 行 機 が や って くる もの で して ね 上 か ら

[tコ ー]キ]ワ[メ ズ ラ之 カ ッタ モ ン]1]ナ[ソ ン]コ]ラ([ジ ャ ッ タ ロ])[ナ イ ドコイ ジ ャ]1

ネ ゴ ジ ン][tコ ー]キ]ヲ[ユ ー][ミ]レ みッ1トコ イ]ヤ#[マ ワ ラ ン]ドi]カ1ネ][コ ゲ ン

トノコ イ]デ[マ]ワ ツ]テ[ミ ス レバ][ヨ カ イ]1テ[ミ ユ ツ]1タイ ドン]1]カ ン[マ ワ ラ]ジ

ン[ズ ー ツ]ト[ム コー]サ ン-イ タ ン]デ[1ナ ー[ソ イ]カ]ラ[シ シ ョン トコ]イ ー[タ

ン ネ][イ]タ]テ

飛 行機 は 珍 しか っ た も の(※ 一 音韻 語 化)で ね そ の 頃 は」 「そ うだ っ た ろ う」 「何 ど こ

ろ で はな くて 飛 行 機 を よ く 見 て る と こ ろに は 『まわ ら な いだ ろ うか ね こん な と

こ ろで まわ っ て み せ れ ば い い が 』 っ て み て い るの だ けれ ども まわ らな い で ず

っ と 向 うに行 き ま した か ら で す ね それ か ら 師 匠 の とこ ろ に(※ 一 音 韻 語 化)訪

ね て 行 って

[ホ イ]デ[ハ ジ]メ ツ1ジ ャ イ モ ン デ カ][ム ノコー]モ[タ マガ ツ]-ト ツ]テ[1ナ ー[ホ]ヤ-

モ ー]#[ナ ガ シ]マ1]チ ュ トコ レ]ニ ャ#[ワ タ イ]モ1ハ ジノメ ソ-ジ ャ ッ]1]チ[ハ ジ メ]テ]モ

[ナイ モ]1ジ ャ イ ドン][イ タ ツ]ク]レ1ナ ラン ト][1ナ ー1チ ユ]テ

そ れ で は じめ て で す か ら 向 う も 驚 いて いて で す ね 『それ は も う 長 島 とい う と

こ ろ に は 私 もは じ めて だ』 っ て 『は じ めて も 何 もで す が い らっ し ゃ って くれ(る

こ と)は(※ 一 音 韻 語 化)で きな い の で す か 』 と言 って

ハ イ[ソ]ヤ1モ ー][イ キ]モ 劃 ト日チ ホ]デ[イ キ モ ンノデ ー]カ[コ ン ヤ]#[ユ ッ ク

イ]iア 囚 ケ[ト]マ ッ]テ1ク イノヤ ン1]チ ュ1モ ンデ][ソ イ]カ]ラ[ユ タ イ]ト]メ[ト]マ ッ]

テ[ナ](ヘ エ#[ト マ ッ]テ1圭 タ ト])ハ イ

『は い そ れ は も う 行 き ます ん(で)』 って そ れ で 『行 き ます か ら 今 夜 は ゆ っ く
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りあ そ こ に 泊 ま っ て くだ さ い』 とい うもの だ か ら それ か ら 二 人 とも 泊 まっ て で

す ね 」 「へ え 泊 ま って きた の(※ 準 体 助 詞 トは従 属)」 「は い

[1ボ ー1セ ン]ナ1ハ ンナ][ヒ モ/だ イ]ワ[デ ケ ン デ]崎]オ(ウ ン[ジ ャ ッ ト][ジ ャ ッ ト]

[ジ ャ ッ ドン][1ユ ー マ#[シ シ ョ ドン ガ]テ#[ト マ ラ セ ラ ツ]タ1モ ン]1ジ ヤ]1]テ1オ モ

テ]-ジ ヤ])[キ ャ ク ジ ン]-ジ ャ ッデ]1ハ ンナ][タ ノ ンケ]1イノタiジ ャ ッデ][1ナ ー

そ う し な い とあ な た 日戻 りば で きな い か ら よ」「うん そ うな ん だ(※ 一 音 韻 語 化)そ

う なん だ だ け ど よ く まあ 師 匠 さん 方 へ 泊 ま らせ た(※ 三 人 称 主 語)も のだ と思

っ て だ 」 「客 人 だ か ら あな た 頼 み に行 っ た んだ か ら で す ね

[ソ イ]デ[ア1ク ー]ヒ[モ ドッテ圭 テ][ホ ー コ]ク]ヲ#[°�T一 τソ イ]カ]ラ[ム コ

ー]カ]ラ[イ ッ カ ノ」≧」三ク]1]テ1ユ]タ1カ]ラ#[ソ ン ト]キ ャ1モ ー][ミ ン]ナ[ヨ ッ]テ

[ブ ラ ク ン]1シ]モ[ダ イ]タ イ[1ナ ー[ソ イ]カ]ラ-モ ー][ヤ ク ワ イ][オ]ド イ]ノ[ゲ

ー ダ イ ヲ][ダ イ]タ イ[ヨ カ トヲバ]([キ]メ]テ[ナ])[キ]メ]テ#[ソ イ カ]ラ[ヤ

ク ワ イ][ソ イ]カ]ラ1ケ ー コ]

そ れ で あ くる 日 戻 っ て きて 報 告 を して それ か ら 向 うか ら 一 過 の宿 と言 っ た

か ら そ の と き は も う み ん な 寄 って 部 落 の連 中 も だ い た い で す ね そ れ か ら も

う 役 割 踊 りの 芸 題 を だ い た い い い の を 」 「決 め て ね」 「決 めて それ か ら 役

割 それ か ら稽 古 」

[ホ イ]ト[ヤ ク ワイ ワ]レソ ン[ブ ラ ク ノ][オ]セ ン1シ ド]ガ[ダ イ]ド]ガ ―ヨ カ ロ][1コ

ン1ヤク ニ ワ][ダ イ]ド]ガ1ヨ カ ロ]日チ[イ ー ヨ ッ]タ ッ1ジャ ロ][ホ ン]ニ ン]ノ[キ ノボ'一]

ジ ャ[ナ カ ッ タ ッ]1ジ ャ ロ]

「そ うす る と 役 割 は その 部 落 の 大 人 の連 中 が だれ そ れ が い い だ ろ う この 役 に は

だ れ そ れ が い い だ ろ う って 言 っ て た ん だ ろ う 本人 の 希 望 じゃ な か っ た ん だ ろ う」

[イヤ][イ ヤ][ホ]ヤ-モ ー][ニ ン ソー ミ]タ イ[ナ イ之 タ イ]1主」テ ナ[ブ ラ ク ノ]1]マ

[ソー]ユ ー[メ ン]二[キ ノ1キ ー]タ1シ]ガ[1ナ ー[1コPン1コ]ワ[ナ イ ガ]1ヨ カ ロ][1

コ ン1コ]ワ[ナ イ ガ]-ヨ カ ロ][1コ ン1コ]ワ#[オ ナ ゴガ]オ1ジ ャ ッ デ カ][オ ナ ゴヤ]ク]

ガ1ヨ カ]uガ1]テ

「いや い や それ は も う 人 相 を見 た り(※ 一 音 韻 語 化)何 した り して で す ね 部
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落のまあ そういう 面に 気の利いた(※ 一音韻語化)連 中が ですね この子は 何

がいいだろう この子は 何がいいだろう この子は 女顔だから 女役がいいよって」

2.2.加 世田市津貫方言

旧加世田市は吹上浜の最南部に位置するが、その内陸の南部、枕崎市に近い津貫集落の

男女4名 の録音である。昔の暮 らしぶ りに関する7つ のテーマについて、一人が質問役で、

残 り3人 のうちの一人が比較的長 く答えるという形式になってお り、対談 というよりは短

い語 りである。全体で25分 に満たない。

加世田市方言のアクセン トについては特に目立った研究がないが、おそらく一音節卓立

型の音韻句をもっ鹿児島市方言と同様のタイプとみなされているものと考えられる。この

加世田市津貫のテープでも同様の卓立音節が認められる。 しか し、鹿児島市方言 と同じ体

系であると解釈して聞 くと、非常に奇妙な話し方に聞こえる。ゴワシ[タ]「でした」、サ変

動詞の匿]テ 「して」、可能助動詞のナ[ラン]「できない」な ど、鹿児島市方言では強調イ

ントネーションを伴わない限 り音韻句句頭になることがなく、従って卓立音節が現われな

いような語でも、一貫 して 「高」の音調が聞かれるのである。鹿児島市方言では音韻語数

の多い長い音韻句の終わ りはピッチがかなり低 くなるが、 この津貫のテープでは、句末に

下降調イ ントネーションがない限 り、全体 としてピッチが高止 まりして下がって こないよ

うに聞 こえる。もちろん、音韻句への分割はすべての音韻語境界で可能ではあるから、読

本スタイルなど一音韻語が常に一音韻句で実現するような発話 もありえないことではない

が、 しか し、4名 の話 し手が一貫 して この種の発話をしているので、これが加世田市津貫

方言アクセントの通常の実現形 として分析すべ きであろう。

一つの解釈 は、この方言の音韻句はピッチによってはマークされず、各音韻語のアクセ

ントは音韻句内の位置に関わ らず常に同じになる、 というものである。この場合、各型の

ピッチの実現 はすべて音韻語の特徴、 ということになる。少な くとも、鹿児島方言では音

韻句の特徴であった ピッチ上昇は、音韻語側の特徴であると見なさなければならない。で

は、音韻句の境界を見分 ける(聞 き分ける)こ とがで きるようなピッチ上の特徴はないの

だろうか。この点に留意 して、praatを用いたピッチ分析を参照 しなが ら、発話の各部分を

丁寧に聞いてみると、「高」 よりむ しろ 「低」に重要な特徴があることがわかる。

もっとも際立つのは、鹿児島方言のL*[Hに 対応する部分のLの 大 きさによる違いであ

る。津貫方言の場合は、発話をポーズで区切った場合、ピッチの最低点が冒頭になる場合

が多い。音韻語の音節数が多い場合には、このLは 低い水準を上昇開始まで維持する。音
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節数の小さい音韻語(A型 で2音 節以下、B型 で1音 節以下)で はL(低 平音節)が な く

なるが、冒頭の[Hは 低 く始まる鋭い上昇調であることが多い。た とえば、[マー]タ1バン]

ニャ 「また晩には」の延伸された冒頭音節(高 平に聞 こえる)の 開始 ピッチは、バンニャ

の最後のピッチよりも低い。 これに対 して、Lの 大 きさが十分ではない(つ まり音韻句の

句頭でないと分析で きる)音 韻語では、L*[Hの 部分が全体 として上昇調になっていて、[H

の卓立が ピッチ曲線上ははっきりしないものが多い。[Hは む しろ、上昇曲線の勾配が急に

なっていて、平調か ら上昇調への転換 となっていると解釈できそうである。このような上

昇調の[H音 節(R音 節)に続 くA型 の下降音節が長い場合、ピッチのピークはこの1モ ーラ

目となり、注意 して聞 くと聴覚上もこの第1モ ーラのほうが[Hよ りも高 く聞こえる。

音韻句冒頭でのこのLの 卓立に関連 して、音韻語末の下降(鹿 児島方言ではA型 で下降

調の 刑、B型 では音節間下降]―)にも特徴がある。加世田市津貫方言で音韻句の句頭以外

の音韻語の冒頭でLが 目立たないのは、先行音韻語末での下降が不十分だからである。こ

れは、下降の開始のタイミングが遅いことに原因が求められる。[Hの ピッチ上昇が、後続

の音節の冒頭まで継続するのである。このため、A型 末音節が短開音節の場合には、鹿児

島市方言で予想される 「低」よりかなり高い位置で下降が止まって聞こえるし、長音節の

場合はその第1モ ー ラの 「高」がはっきりと聞き取れる場合がある。B型 末音節の"]1"の下

降の遅延は、次の音韻語の冒頭音節に1音 節以内の 「高」を作 り出し、3音 節以上の音韻

語であればこの音韻句頭以外の位置に限って 「重起伏」、つまり、2箇 所の 「高」をもつ音

調 となる。2音 節以下の短い語では下降調から上昇調へのピッチの折 り返しは聞き取れず、

ピッチ上昇が短縮されるために全体 としてピッチが上が りきらず、前の語 と比べて全体が

下降 しているように聞こえる。た とえば、～[ムン-ゴワシ[タ 「もので した」の[ムンは、

最後の[タよりも低い。

以上のような観察 に基づいて、加世田市津貫方言の韻律特徴を音韻語 と音韻句のものに

分析する。要点は、鹿児島市方言のHを 音韻句ではなく音韻語の特徴(音 韻句内の位置に

関わらず実現す る特徴)と し、かっ、下降開始の遅延を原則 として音節内部での下降 とし

て表現することである。児玉(2009)で 、非下降 と下降の二つの曲線声調が連続する音節を2

モーラと呼ぶ ことにし、短音節でも2モ ーラにな りうるとする分析を提案 したが、 この用

語法を用いれば、加世田市津貫方言の遅延した下降をもっ音節は、長さに関わ らず2モ ー

ラ音節 と扱い"P'で 表記できる。

A.音 韻語固有の特徴(「 文節」が音韻語として実現)

・ ―._R珂(A型)
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・1 _.RK乃(B型)

Fは2モ ー ラ の後 半 の 下 降 調 。 先 行 す るRは 音 韻 句 冒 頭 で は1音 節 と1モ ー ラが 標 準

で あ るが 、A型1音 節 音 韻 句 で は1モ ー ラ の み。 音 韻 句 冒頭 以外 の位 置 で は 上 昇 開 始

位 置 が 固 定 せ ず 、 一 貫 して い るの は下 降 開 始 直 前 がHに な る こ とだ け で あ る。B型 音

韻 語 が 連 続 し、後 分 が1音 節 の 場 合 は、Fの 下 降 は1モ ー ラ 目で 完 結 しFRの よ うな 声

調 とな る 。

B.音 韻 句 の特 徴{ _Rに 実 現 す る。

・{]L*[

L*は0個 以 上 の低 平 調 音 節 。[は 、後 続 す るRの 左 端 で の急 激 な ピ ッチ上 昇 。A型1音

節 音 韻 語([R1っ 以 外 でRは 高平 調([H)に 近 づ く。

この 解 釈 の 妥 当性 を確 か め る た め に 、加 世 田市 方 言 採 録 テ ー プ の音 声 デ ー タの 一 部(第

4部:昔 の 食 生 活)に 実 際 に当 て は めて み た もの を以 下 に掲 げ る。 聞 き手 が 男性1名 、 答

え て い る の は女 性2名 で あ る。 句 音 調 境 界 の"{}"は 省 略 し、 冒 頭 のLを"]"で 表 記 す る。R

は"["で 示 し、音 韻 句 頭 で はRの 開 始 位 置 、そ れ 以 外 で は ピ ッチ の ピー ク の現 われ る音 節(最

終 音 節)の 前 に表 記 した 。Fの 音 節 は斜 字 体 で 表 記 す る。A型 とB型 の 弁 別 を よ り明 確 に

す るた め 、A型 末 音 節 の 下 降 調 は音 節 の前 に斜 字 体 の'フ"を付 した 。

]ホ ン[ナノラ]ム[カ ノシ ヤ]サ カ ナ[ヤノモ]ホ[ト ンノ凹 ナ カ ツ[タ レみ1ゴ[ワ ン『ガ]ド[ゲ

ン-主ノテ1コ[ゲノナ-タベ[モ ン1ノ 】[テー1イ レ オ ツ[スノロレカ イ[1ナ

「そ れ で は 昔 は 魚 屋 も ほ とん どな か っ た の で す が どの よ う に して こん な食 べ物 を

手 に 入 れ て いた の で し ょ うか ね」

]ム[カ ノシ ヤ]ナ イ[モ]ゴ ザ ハ ンジ ヤ」≧タ[ヤ]ク イ ノ ハ マ[カ1ラ]カ ンメ[ウ イ1チ ユ[1ガ1

キ[テ[1ナ]ア[サ1ハ[ヨ1オ キ ツ[チ エ1三L[テ][ア]ノ]ミ サ オ バ サ ン[ヤ ノラ]ダ イ オ バ サ ン

[ヤノラ1[1チ]ア タ マ[ニ レクン メ[テ1主[テ]ヒ ボ カ之 ジ ヤ[ラ]ス ボ タ ン イ オ ヤ[ラ]ヨ カサ

カ ナ[ワ1コ[1テ]タ モ[ヤ1ナ[ラ ン1タ ン[デ-ン7ラ][1ア ン][ソ]ゲ ン1ト ヲ[1≫'1コ[1チ エ]ソ マ

ズ[シ1[1チs[1タ1」 ≧[1ラ「タ[モ ツ―[ムン1ゴワ之[タ1[1み

「昔 は 何 も あ り ませ ん で したか ら 久 志 の浜 か ら 被 り売 り とい うの が 来 て ね 朝

早 く起 き て きて あ の み さ お ば さ んや 誰 お ば さ んや っ て 頭 に載 せ て 来 て 火 ぼ か し

や ス ボ タ や い い魚 は 買 って 食 べ られ な い ん で す か らそ りゃ あ の そ ん な の を買 っ

て 蕎 麦 雑 炊 とい うの を作 っ て 食 べ る も ので した の
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][1ソ イ][1ソ ン]ヒ ボ カ シ ユ[バiン クエ[1テ1イ レ[1テ][ソ イ1ガ]オ イ[シ ー-[ム ン1ゴ ワ」≧

[タ][ソ 主ノテ]マ ク ラザ[キ]べ 一 ラ[ヲ]マ ツ[ケノテ]イ ノ[テ1イ タ[1テ1[1ナ][1ア ン]カ

ゴ[ハ ノ〆1イ タ[1テ]カ ゴハ マ[カノラ]イ[ワt .1だ ン][コ ノラ「主[テ][ソ ノグ ン1ト ヲ[1ノ"]ヒ ボ

ケ[タ イ]シ オー[ケ イ1之[1タ イ1之[1テ]タ[モ ツ1[ムントゴワ 之[タ-[1み][ソ ノラ

そ れ そ の 火 ぼ か し を つ ま み ほ ぐ して 入 れ て そ れ が お い し い もの で した そ して

枕 崎 に 薪 を 束 ね て 担 いで い っ て ね あ の 鹿 篭 浜 に行 っ て 鹿 篭 浜 か ら 鰯 で も

買 っ て きて そ ん な の を 火 ぼか し(に し)た り 塩 漬 け に した り して 食 べ る もの で し

た の そ りゃ」

]ム[カ ノシ ャ]ヤ セ[モ]イ ッネ ン[ジ ュ]ナ カ ッ[タ1ク[ケ1ジ ャン[ガ]イ[ケ ン1コ[ツ ―シ オ ヤ ッ

[スノR-[1ノクイ ナ

「昔 は 野 菜 も 一 年 中 な か っ た わ け で すが どん な こ とを して い らっ し ゃっ た で し ょ

うか ね 」

]ム[カ ノシ ヤ1[モー]ソ ノ トキ ソ ノ[トノキ]ジ キ ジ キ[ダノ列 ア ツ[テ]イ マ ン[ゴ ツ][イ ツ1シ

3-]イ チ ネ ン[ジ ュ ー]ヤ セ[ガ 崎夕[エ ン1[1チ ユ1コ ツ[モ]ナ カ ツ[タ レクン[デ-ソ[1ラ]ジ

[キノノ1ト[キ][ダ ノケ]ダ イ コ ン ジ キ[ワ-ダ イ[コ ン]ナ イ ノ ジ キ[ワ1[ナ イ]カ ボ チ ャ ン ジ

[キノワ1カ[ボノチ ヤ1[1チ]ソ[ゲ ノナ1[モ ン-ゴ ワ シ タ[ヤ][ア]ノ]ダ イ コ ン ノジ キ[ワ]ネ[ワ]

キ イ デ コ ン[二1キ ソ[チ エ][ハ1ク]ホ イ ナ[二i之1セ][ソ ノゲ ン][ト1ヲ 汐 べ[1タ イ1シオ之

[1夕-[1み

「昔 は も う そ の と き そ の と き に 時 期 時 期 に だ け あ っ て 今 の よ う に 一 生 一 年 中

野 菜 が 絶 え な い とい う こ とも な か っ た の で す か らそ りゃ 時 期 の とき に だ け 大 根 の

時 期(※ 一 音 韻 語 化)は 大 根 何 の 時 期 は 何 か ぼ ち ゃ の 時 期 はか ぼ ち ゃ って そ ん な も

ん で した か ら あ の 大 根 の 時 期 は 根 は 切 り大根 に切 っ て 葉 は 干 し菜 に して そ

ん な の を食 べ た り して い ま した の

][ソ 之ノテ]カ ライ モ ン カ[ネ1チs[1ヲ-ト ツ[チ エ]カ ライ モ ヲ[バ1タ ケ オ ロt[1ジSIオ レ

[テ]ソ[レ ノタ]ミ[ズ ノジ ェ][コ 主7テ][ア ノノ]カ[ネ ノニ.Y[1テ]ソ[ユ ノバ][ア ノノ]ミ ズ[ジ

エノエ1ア ワセ[テ1・オ ツユ ノ ナ[ケ-イ レ[1タ イ1之[1T]ソ[ゲ ノナ1ム ン[モ1タ[モ ツ1[ム ン1ゴ ワ之

[タ
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そ して 「薩 摩 芋 の カ ネ 」(※ 一 音 韻 語)と い うの を取 っ て 薩 摩 芋 を竹 お ろ しで お ろ して

それ を 水 で 漉 して あ の カネ(澱 粉)に して それ を あ の 水 で 合 わせ て おっ ゆ

の 中 に 入 れ た り して そ ん な も の も食 べ る もの で した 」

]ソ ン[ナノラ]ム[カ ノシ ヤ]ゲ[ナ 【ム ン[ノ]ク オ之 ツ[ロ1[1カ イ1[1ナ]t[ト ッ][カ1タ イ1

ミ[ヤ ツレクム[ハ ン1[1カ

「そ れ で は 昔 は どん な も の を 食 べ て い た で し ょ うか ね ひ とつ 語 っ て み て くだ

さ い ませ ん か 」

][モ ー]ム[カ イノノ1コ ツ[ワ][1ナ ー]オ カ シ カ ー ム ン[ノ]タ ム ゴ ッ[タ]ク ゴ ッ[タ1[1

み一]ガ ッ[ツ]ア[サ1ハ[ヨ ー レオキ ッ[チ ェ]ワ[ガ]テ ギ[ネ ン1ミ[ソ]ム グ ヲ[バ]チ

[チ エ]ソ イ[ヲ/バ]ハ ンパ ヒ[ラ ツ1シ シ エ[1テ][ソ シノシ エ][マ ノタ]之 サ[キ イ1イ[1タ

ソ1ま[チ ェ]ヨ メ[ジ ヨノク]ヨ[メ1ク]之 サ[キ イ-イ[1タ ソ1キ[チ エ]タ キ ア[ゲ1チ エ]

タ ム ツ[チ エ]ナ マ ダ ッキ ョー[ヲ レクタ ツ之[テ]ミ ソ[ヲ1ソ ンマ メ[1タ イL≧[1テ1タ ム ツ[チ

.エ][ア]ン]シ オ之[タ1[1ノク1[1ナ

「も う 昔 の こ とは ね え おか しな も の を 食 べ て い た 食 っ て い た の す っ か り 朝

早 く起 きて 自分 の 手 杵 の 味 噌 麦 を 掲 いて それ を 半端 開 き に して お い て そ し

て ま た 草 切 りに行 っ て きて 嫁 女 は 嫁 は 草 切 りに行 っ て きて 炊 き上 げ て 食 べ

て 生 らっ き ょ うを 叩 き に して 味 噌 を まぶ した り して食 べ て あ の して い ま した よね

]ヒ ル[イ ノナ#]マ ー コ[テ1ナ マ ヌ ツ[ケ]カ ライ モ[ノ]フ ワ フ[ワ1之[1.タ]ン モ[ナ ノ2ク1カ

ラ イ モ[ヲ]ロ ッ ガ ツ[ノ1コ ロ[1ズ イ]サ[ス ツ1[ト ツiチ ヤ ソ[チ エ][ソ ノユ1ム シ ツ[1チ

s]ポ カ[ポ]カ1」≧[1夕]ン モ[ナ ノノク1カライモ[ヲ レクム ツ[チ エ][ヒ7タ1ク[1ラ イ1[ム ン-ゴワ

」と[タ1[1み

昼 飯 に は ほ ん とに 暑 い の に 薩摩 芋 の ふ わ ふ わ した 美 味 くない 薩 摩 芋 を 六 月 の 頃

まで と りあ えず とっ て あ っ て そ れ を む しっ て ぽ か ぽ か した 美 味 くな い 薩 摩 芋 を食

べ て 日 を暮 らす もの で した の

][マ ーノタ1バ ン[1ニ ヤー]ソ マ ズ[シ ―チユ[IT]デ コ ン[ノ-キ イタ ク ツ[テ]ヒ ボ カ[ス1ソ ン

ク エ[1チ エ1イ レ[1ラ「[1ナ]タ ム イ ゴ之[タ1[1み]カ ライ モ[ワ]ユ ル イ ノヱ[ト ッ]ア ブ ッ

[チ エ][ソ イ1タ]タ モ[ラ ン1ヤ[1チ ヤ]ク[ワ ン1ヤ[1チ ヤ]ハ[ヨ ー1ネ]R―[1川 チ ユ[1テ1
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オ[ヤ ン-[1サ][ユ ノチ1[1ナ]メ バ ンメ[バ ン]ソ マ ズ ン[シ1ジ ヤ[ラ ー1コ[1ラ1[1チ]コ[ド ノ

マ ー][ク7ソLZク ラ[1ノクイ崎[モン1ゴ ワ之[タ1[1み]ソ[ゲ ノナ崎モ ン[ノL乞[チ ェ][ク]ラ 」≡.

1[モントゴワ之[タ ―[1み

また 晩 は 蕎 麦 雑 炊 と言 っ て 大 根 を 切 り刻 ん で 火 ぼ か し をつ まみ ほ ぐ して 入 れ て ね

食 べ て い ま し た の 薩 摩 芋 は 囲 炉 裏 い っ ぱ い に 災 っ て そ れ を 食 べ な い や つ は

「食 わ な いや つ は 早 く寝 ろ よ」 と言 っ て 親 た ちが 言 っ て ね 毎 晩 毎 晩 蕎 麦 雑 炊 だ

わ こ りゃ っ て 子 供 は 口 を ふ くらせ る もの で した の そ ん な もの を 食 っ て 暮 らす もの

で した の」

]ム[カ ノシ ヤ]ガ ッ[コ ン]ベ ン[ト ノク]ゲ[ナ1モ ン[ノ1モ ソ[テ-[1イ ソ1[モ ン1ゴ ワ之[タ1[1

ケ][1ナ

「昔 は 学 校 の 弁 当 は どん な もの を持 っ て 行 くもの で した っ け ね 」

]ム[カ ノシ ヤ][モ][1ナ ー]ド ッナ[ム ンノナ]ゴ ザ ハ ン[ジ]コ[メiソ[1モ]ア ン[マ イ]

ゴザ ハ ン[ジ]コ メ[ヤ ヱ.[タ1ズ ソ1ミ[1ス ソ1イレ[1チ ェ]ア ワ ヤ[ラ]カ ライ モ ヤ[ラ]ド

ー ツ[タ イ]カ ラ イ モ[ヲ]キ イ ゴ ダ ク ツ[テ 崎イ レ[1チ エ1[1ナ ー]オ カt[カ ー1ニ ギ イ メ[1

スiモ ツ[チ エ-[1イ ツ―[モン1ゴ ワ之[タ ―[1み]ヨ ゴ レハ ン[ケ/チ ー1ユ ツ ン[デ]ブ ラ[ブ7ラLZ

[1チ ェ

「昔 は も う ね え ろ くな物 は あ りませ ん で 米 とい うの も あ ん ま り あ りませ ん

で 米 は 二 粒 三 粒 入 れ て 粟 や 薩摩 芋や どっ さ り 薩摩 芋 を 切 り刻 ん で 入 れ て ね

お か しな握 り飯 を 持 って 行 く もの で した の 汚 れ ハ ンカ チ に 包 ん で ぶ らぶ ら して 」

2.3.薩 摩 半 島 南 西 部 諸 方 言 の 「重 起 伏 」

薩 摩 半 島 南 部 に は、 九 州 方 言 学 会(1991)で 上 村 孝 二 氏 が 「重 起 伏 式 」 と呼 ぶ 、 音 韻 語 内

でHLHの ピ ッ チ配 列 が 観 察 され る こ とで 知 られ る(坊 津 、 久 志 、 笠 沙 、 枕 崎 、頴 娃 、 開

聞 、 喜 入)6。 木 部(2000)が 枕 崎 市 内 の6地 点 で 重 起 伏 に一 音 節 卓 立 型 や 平 板 型 な ど3種 を

観 察 して い る こ とか ら も分 か る よ う に、 比 較 的 変 化 が 起 きや す い 部 分 で あ る と考 え られ る

が 、 加 世 田 市 近 隣 の 地 域(頴 娃 町 、 枕 崎 市 、 笠 沙 町 、 坊 津 町)の 方 言 の韻 律 構 造 は 、 重 起

伏 の な い加 世 田 市 と同様 な(音 韻 語 に 「高 」=Rを もつ)韻 律 構 造 に、 音 韻 句 冒頭 にLで

は な くHが 加 わ っ た こ とに よ る重 起 伏 と して 分 析 で き る可 能 性 が あ る。

方 言 ライ ブ ラ リで の頴 娃 町 、 笠 沙 町 、 坊 津 町 の 方 言 採 録 テ ー プ音 声 は 、 全 体 と して の ピ
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ッチ が 高 止 ま り して い て 、 音 韻 語 数 の 多 い音 韻 句 で も ピ ッチ が下 が りに くい とい う加 世 田

市 の も の の 性 質 を共 有 して い る。 さ ら に、 音韻 句 冒 頭 で の1音 節 分 の高 平 調 がA型 ・B型

に関 わ らず 出 現 す る の に 対 し、 音 韻 句 冒頭 とは考 え に くい位 置 で の 重 起 伏(音 韻 語 冒 頭 音

節 の高 平 調)が 、B型 音 韻 語 に後 続 す る位 置 の み で現 れ る。 た とえ ば、 坊 津 町 の次 の よ う

な例 で あ る。

(2)[ミ ノズ1ク ン[1ダ イ[フ]ロ ∫タiク/ケ[1タ イ 「水 を 汲 ん だ り風 呂 を沸 か した り」

2.で は 、 ミズ がA型 、 フ ロ ヲがB型 で あ るが、B型 末 音 節 の ヲ は上 昇 調 で 次 の音 韻 語 冒

頭 の ワ まで 引 き続 き ピ ッチ が 上 昇 し、次 の ケ で 急 に ピ ッチ が 下 が って か ら再 び ピ ッチ が 上

昇 す る。 二 つ の動 詞 は共 にA型 で 、 長 末 音 節 は 前 半 モ ー ラで ピ ッチ の ピー ク に達 して 第2

モ ー ラで は っ き り と下 降 調 とな る。A型 末 音 節 が 短 い 場 合 は 、 や は り2モ ー ラ化 して 遅 延

した 下 降 調 とな るが 、 下 降 が は っ き り と聞 き取 れ な い 場 合 は、 単 に後 続 の 音 節 との 間 に ピ

ッチ の 段 階声 調 差 が あ る よ う に感 じ られ る場 合 も あ る。 こ の よ うな ピ ッチ推 移 は、 以 下 の

よ う な、 加 世 田 市 方 言 と ほ ぼ 同様 なRを もつ 音 韻 語 の 弁 別 特 徴 を仮 定 し、音 韻 句 頭 に一 音

節 以 下 の 高平 調 と組 み合 わせ る こ とで 説 明 で き る。

A-音 韻 語 固 有 の 特 徴(「 文 節 」 が 音韻 語 と して実 現)

・1 ....RF-～(音 韻 語 末 音 節 が1モ ー ラの 場 合)1._RLv]-(A型)

・- _.Rl(角 ～(後 続 音 韻 語 頭 音 節 が1モ ー ラ の場 合)【_.R崎(Lv])(B型)

B.音 韻 句 の特 徴{ _Rに 実 現 す る。

・{[H] ...(～ 一 音 節 音 韻 語 の 前 で{[)

句 頭 の高 平 調 音 節 は 、長 い 音 韻 語 で も1音 節 に限 る。 加 世 田 市 の]L*[と 異 な りRの 長

さ を指 定 せ ず 、2音 節 のA型 音 韻 語 で は、Rは1モ ー ラま で圧 縮 され て 「音 調 の谷 」

を形 成 す る。1音 節 音韻 語 で は、Rと 融 合 して音 節 前 部 で の 急 な上 昇 調 とな る。

頴 娃 町 、笠 沙 町7、 坊 津 町 の 方 言 デ ー タ の韻 律 は、 お お むね こ の よ うな構 造 を想 定 すれ ば

解 釈 で きそ う な ピ ッチ 推 移 とな って い る。 木 部(2000)の 枕 崎 市 の一 部 の 「語 頭 一 音 節 卓 立

の 重 起 伏 」 も、 音 韻 句 の 特 徴 で あ る と解 釈 で きれ ば これ とほ ぼ 同 じ体 系 を想 定 で き る。R

が1音 節 以上 の 「高 」 で 実 現 す れ ば 「鹿 児 島式 ア クセ ン ト」、 ピ ッ チ の ピ ー クがA型 末 音

節 やB型 後 続 語 頭 音 節 にず れ れ ば 「枕 崎 式 ア クセ ン ト」 とな る。

Uwano(2007)で 記 述 され た 、 句 頭 か らの高 平 調 に 引 き続 き、A型 次 末 か ら 「低 」 と下 降

調 音 節 、B型 末 に 「中」 を もつ 枕 崎 市 の ア クセ ン トや 、 この 「下 降 調 」 を 「高 」、 「中」 を

「低 」 と記 述 して い る とみ られ る木 部(2000)の 「平 板 型 重 起 伏 」 を もっ 枕 崎 市 街 地 の ア ク

セ ン トは、加 世 田 市 方 言 に仮 定 した 韻 律 構 造 の 音 韻 句 の 特 徴 を[H*](0個 以上 の 高平 調 音 節)
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に 置 き換 え た もの のR音 節 の実 現 が 、音 節 末 まで上 昇 が遅 延 され た と考 えれ ば説 明 が つ く。

・ ゆ{[H*]RFI～ 申{[H*]RLv]1(A型)〉{[H*]L[珂1～{[H*]L[Lv]1二 段 観{[H*]L[H]1

・*{[H*]R-(乃 ～ 申{[H*]R崎Lv](B型)〉{[H*]M[IF～{[H*]M[ILv]二 段 観{[H*]L[l

B'.音 韻 句 の特 徴{」zに 実 現 す る。Rは"["と して 実 現 。

・{[H*(])〈 σ+〉[

句 頭 の高 平 調 音 節 連 続 は 、長 い音 韻 語 で は右 端 で ゆ るや か な下 降 調 に な る こ とが 多 く、

1音 節 以 上 可 変 長 の 高 平 調 無 指 定 の音 節 連 続 〈σ+〉を設 定 して お く。A型2音 節 語(例:

ゴ ゴ 「午 後 」)の よ うに[Hが1音 節 の場 合 は上 昇 調 を取 るが 、後 続 の 音 節 間 上 昇 とは傾

斜 が 異 な り、 「音 調 の谷 」 の よ う な聴 覚 印 象 が あ る。1音 節 音 韻 語 で は、Rと 融 合 して

音 節 前 部 で の 急 な上 昇 調 とな る。

音 韻 句 初 頭 以 外 の位 置 の 音 韻 語 も上 昇 調 で実 現 す るの で 、 音 韻 語 両 型 の 一 貫 した 特 徴 と

して は坊 津 町 な ど の1音 節 卓 立 型 重 起 伏 と同 じRを 含 む も の を指 定 して お く必 要 が あ る。

しか し、 音 韻 句 の 特 徴 と して の 急 激 な ピ ッチ上 昇"["と 比 べ る とこの 上 昇 幅 は小 さ く、枕 崎

市 方 言 で は ピ ッチ の高 止 ま りの 印 象 は弱 い 。"["の 現 れ な い 位 置 で の型 の弁 別 は、音 韻 語 間

の ピ ッチ の 急 な下 降(A型)と 後 続 音韻 語 冒 頭音 節 に及 ぶ 緩 や か な下 降(B型)に よ っ て実 現 し

て い る と考 え られ る。 重起 伏 の 二 つ の"["の うち、 冒頭 の上 昇 は そ れ ほ ど 目立 た な い。 これ

に した が っ て 、 間 の下 降 も音 韻 語 が長 い ほ ど緩 や か で あ り、後 続 す る急 な 上 昇 が 際 立 つ 。

枕 崎 市 方 言 採 録 テ ー プ に この分 析 を 当 て は め た もの を例 示 す る。 枕 崎 市 の 方 言 採 録 テ ー

プ は 、 「漁 民 の こ とば 」 と 「東 鹿 篭 の こ とば」 の2種 が あ り、そ れ ぞ れ2名 ず つ の 男 性 の話

し手 と枕 崎 市 立 図 書 館 長 、 鹿 児 島 県 立 図書 館 長 の 対話 形 式 で あ るが 、 例 示 した の は 「漁 民

の こ とば」 で あ る。

凡例=[(音 節):音 節 冒 頭 の 急 な ピ ッ チ上 昇!:音 韻 句 冒 頭 高 平 調 の 終 わ り

]1:A型 音 韻 語 末 の 段 階下 降(先 行 斜 字 体 は 明瞭 な下 降調)。

[1:B型 音 韻 語 末 。音 韻 語 境 界 を越 えて 上 昇 下 降(斜 字 体 音 節)。 先 行 部微 上 昇R。

(下線 部 は母 音 が 無 声 あ るい は無 声 摩 擦 音)

[ア クイ ア/サ[ガ]-マ タ][ア ン][ジ ュー 二[イ チ ガ/ツ[ノ][ジ ュ ー ニ ン/チ/ノ[[ゴ

/[ゴ]L≧ チ ジ ゴ ロ]-ジ ヤ之 タ[崎ド][ジ ュ ーサ ン/チ[ノ][ゴ![ゼ ン][ジ ュ ー ジ ゴノロ[ガ][イ

ッ/バ ン[[圭/ツ ー[1ゴ ワ」≧ タ[1ヨ]

「あ くる朝 が ま た あ の 十 二 ・ ・ 一 月 の 十 二 日 ・ ・の 午 後 七 時 ご ろで した よ 十

三 日の 午 前 十 時 ご ろが 一 番 きっ うご ざ い ま した(きつかった で す)よ
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[カイ/ガ ン[ガ]1ユ ワ[-ナ カ[―モ ン[-ジ ャロ[1カ イ][カ イ/ガ ン[ガ][カ イガ ン/セ ン[二]1ニ ゲ タ

[1ホ ーガ]1ユ ワ[1ナ カ ロ[-カ イ]1チ][カ イ/ガ ン[二]1イ タ ッ]1ゴ ワ之 タ[[ジ ダ/ガ[1ク ル ッ]―チ

ュ]ド]iテ][イ ロ ン/ナ ロデマ ガ][ゴ ワ之 タンデ[1ヲ]

海 岸 が よ くは な い もの だ ろ うか 海 岸 が 海 岸 線 に 逃 げ た ほ うが よ くは なか ろ うか っ て

海 岸 に行 っ た の で した 地 面 が 割 れ る そ っ て い ろ ん な デ マ が あ りま した か らね」

[ア タ イ/[ゲ][オ/ヤ モ[[ナ ン/カ[[シ ェ之 力/ナ イ[カ][コ ー/[テ][カ タ/ゲ ッ[[モ ド

イ オ ッタ/ラ[―ナ ー][ソ/[ノ][ア イ/[ガ]トコ月[ユ ラユ ラ/ユ[ラ ッ]1チ]―ソ ン][ア/ル ッ[1カ

タ デ]-ソ ゲ ン],/タ]-チ]

「私 の 家 の 親 も 何 か せ し(※ 「鯨 の 肉 の 油 を抜 き塩 漬 け に した も の 」)か 何 か 買 っ

て 担 い で 戻 っ て い た らで す ね そ の あ れ が この ゆ らゆ らゆ らっ て その 歩 く と

こ ろで そ の よ う に し た(な っ た)っ て 」

[タ ッ[1チ ョイ ヤ][ナ/ラ ン[1モ ン[トゴワ之 タ ドン[1ナ ー]

「立 っ て い る こ とは で き な い もの で した け どね 」

[ア ル イ/テ[[カ エ イ ゴ ッ タ/ヤ[[ソ ン][ユ ラユ ラ/ユ[ラ ッ]iチ]L≧ニテ][コ ー][ハ ン/ト

[ク ツ]1チ]ljとタ]1チ][ソ シ コ バ ッ/カ イ[[ソ ン][ヒ ドカ ッ/タ[1乏」[カ/タ ツ[テ]1ユ ッ カ

ス イ]1モ ン[1ゴワ 之 タ[崎ド][ナ ー]

「歩 い て 帰 っ て い た ら そ の ゆ ら ゆ らゆ ら っ と して こ う 転 ぼ う と した っ て それ

ほ どば か り そ の ひ どか っ た っ て 語 って 言 い 聞 か せ る もの で した よ ね 」

[モ ー[[ソ イ/[カ イ][ナ][イ ッシ ュー カ ン/バ ツレクイ]1シモ之 タ ヤ][ナ][サ ク ラ ジ/マ

[デ][ソ/[ノ][ジ シ ン/ノ[i=クメ]1ゴ ワ之 タ[トコダ][ナ][ソ/[ノ][イ ロ ン/ナ[1サ カ ナ カ〕

[ナ][フ ッ ト/カ[1ザ カ ナ カ〕[ズ ー ツ]1ト]1ヤ ッ/パ ・f[[シ オ/二[1ノ ソテ][ナ][ナ ガ/レ

ッ[-キ モ シ テ[[ヤ/ド ン[L≧ タ]-ダ イ ズ イ][ヤ ッ/パ イ[[シ ン/[ダ]1ノ カ〕[ウ/カ ン[デ]

[チ ョイ/[チ ョイ][ミ イ[1ム ン[-ゴワ 之 タ[

「も う それ か ら で す ね 一 週 間 ば か り しま した ら で す ね 桜 島 で そ の 地 震 の た

め で した だ ろ う(※ 最 後 の形 態 は 未 詳)で す ね そ の い ろん な魚 が で す ね 大 き な

魚 が ず っ と や っ ぱ り 潮 に 乗 っ て で す ね 流 れ て き ま して 家 の下 あ た りまで や
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っばり 死んだのが 浮かんで ちょくちょく 見るものでした

[ソ之[テ][サ クラジ/マ[ノ][ア ン][シ ロ!ガ[[シ ロズ/ナ[1ゴワ五[1カ][ア ン][ハ イ

/[ガ][ナ][モ ー[[ナ![ゴ ー][ヤ ッ!パイ[[フ ッ[1チョン之タ][ド][カ ワ!ラガ[-ミエ

ン[[ミ エング!ライ[[ナ]

そして 桜島の あの 白い 白砂ですか あの 灰が ですね もう 長 く やっぱ り

降ってました よ 瓦が見えない 見えないぐらい ですね

2.4.島 襖部方言概観

まだ分析手順の③ まで完了 していないもめが多いが、現段階で注目すべきだと考える点

について簡単にふれてお く。

2.4.L「3段 下降」方言

長島町方言は、冒頭から高平調の音韻句を持ち、無標の音韻句句頭の短音節に終わるA

型音韻語が この高平調 と、末尾2音 節の下降調か ら成っており、段階声調 としては3段 階

の高さが区別され る方言であった。この3段 階は、長島方言では音韻句頭のA型 音韻語に

限られ、他の位置では2段 階になる。 このような、A型 音韻語内での3段 階の下降が聞か

れ る方言は、 このほかに、屋久島の諸方言(確 認 した範囲では上屋久町楠川、屋久町安房

里、尾之間)と トカラ列島十島村宝島の方言がある。ただし、 これらの方言では、冒頭高

平調(あ るいは上昇調)は 高々2音 節という長さの制限があ り、5音 節以上の長いA型 音

韻語では3段 階の2段 目のピッチが平板に長 く続き、最後の音節で下降調 となる。(例:ゴ

[ム]ター]ビ～ ゴ[ム]タービオ]バ 「ゴム足袋(を)」8楠川)東 京方言の古い頭高発音での 「明

治天皇」や 「大神宮」で最終モーラでの下降に先立ってに非下降部分が現われるのと似て

いる。屋久島の方言は平山(1967)を はじめ鹿児島方言 と異なり助詞付加によるアクセント

の移動がない という記述が多いが、A型 の場合は3段 階の最初の下降にのみに注目して、2

回目の下降となる音韻語(文 節)●最終音節の下降調に気がついていないのではないか とい

う疑いが拭 えない。屋久町栗生の談話資料では、2名 の話 し手のうちの1名 は3段 下降が

例外的にしか現われない。1名 は3段 下降がかな り規則的に現われる。2名 に共通 している

のは、2短 音節か らなるA型 音韻語(「 この」「その」など)で2音 節目の下降が遅 く、2

モーラ化 している印象を与えることである9。平山(1967)が 「崩壊一型のアクセン トで型知

覚がない」とする宝島方言のテープでは、型所属の固定があるかどうかはともか くとして、

3段 下降のA型(的)音 韻語 と、末音節卓立のB型(的)音 韻語の2種 類が音韻句頭に認
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められる。前者は2音 節の場合は屋久島栗生のような末音節2モ ーラ化の印象がある。

長島方言では3段 のうち上の2段 がA型 音韻語に実現する音韻句の特徴 と分析 したが、

屋久島でも同様の分析がで きるかどうかは、なお検討を要する。長島方言 と同様な、末音

節(あ るいはその一部)だ けの下降調で実現する語も多いが、やや低い位置で冒頭2音 節

と3音 節目の間に下降が聞かれる発話も含まれている方言がある。 このような発話が音韻

句の冒頭音韻語 と解釈で きるかどうかは、全文解釈が終わるまで結論を待ちたい。

屋久島の諸方言で問題があるのは、B型 音韻語上へ実現する音韻句の特徴の解釈である。

長島方言ではA型 音韻語の場合 と同様に冒頭からの高平調 という解釈が可能であるが、屋

久島の諸方言では、B型 の場合に低起の上昇調が現われる方言が多い。その場合で も、高

平調の発話が混 じる場合があり、さらに、このような高平調の発話でB型 音韻語の語末音

節がやや低 くなる発話も聞かれ る。上昇調と高平調の選択にイントネーションが関与する

可能性もあるが、 これも全文解釈の必要がある。

このような屋久島諸方言の音韻句の実現のあ りかたは、二型アクセ ントの歴史の解明に

とっても重要な示唆があると考える10。一つは、A型 とB型 で音韻句の特徴が異な り、上

野(1984)が 仮定 したような、型の弁別 とは独立 した単一の 「句音調」ではない、 という点

である。上野(1984)で は、同様な問題を高起式 と低起式をもつ京阪方言について指摘 して

いる。おそらくは音韻語の型の弁別 と比べて変化 しやすい領域である音韻句の特徴の通時

的変化は再構がむずか しいと考えられるが、その中で、音韻句の実現が型によって異なる

か どうかが比較的変化 しにくい特徴であるとすれば、九州での二型アクセントの分化以前

か らの特徴の残存 ということになるかもしれない。また、屋久島諸方言のA型 音韻句の冒

頭2音 節の高は、上野(1988)で 二型アクセン トA型 の祖形 として 「下降式」を継承するも

のとして提案されている音形を想起させる。このA型 音韻語冒頭2音 節の 「高」は、他の

二型アクセ ント方言では坂口(2001)に記述されている長崎市方言のアクセン トとも共通で

あり、屋久島諸方言の保守的な特徴のひとつ と数えられる可能性がある。ただし、注意が

必要なのは、屋久島諸方言でもA型 音韻語の弁別特徴(音 韻句内での位置に関わらず観察

される特徴)に は他の薩隅方言のA型 音韻語同様、音韻語末の一音節以内の下降調が含ま

れる可能性が強 く、 この場合、仮定される変化は音韻句の実現に関するものだけであると

い う点である。長崎県や天草など、九州の他の地域の二型アクセント体系においても、特

に2音 節以上の 「低」の分布 とその曲線声調に留意 してアクセント実現を音韻句境界表示

に関わるもの と音韻語の型表示に関わるものとに分析 し、その上で、そのそれぞれについ

てあらためて比較言語学的分析をする必要があろうiｺ。
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2.4.2「 重起伏」方言

甑島の 「重起伏」アクセン トは、上村(1941)で全集落調査の結果が報告されたものであ

り、また、上野(1984)で は、第2音 節への非弁別的な高音調付与の例 として掲げられ、「句

音調」である可能性が言及されている。鹿児島県立図書館方言採録テープにある当時の4

村の音声資料のうち、今のとこち上甑村(中 甑集落 ・浜)と 下甑村(手 打)の みを貸 し出

して分析を開始 している。ある程度の長 さの音韻語では、上甑村のものでは冒頭2音 節、

下甑村では冒頭1音 節の[Hの 後でピッチが下降し、音韻語末A型 でHLま たはH]、B型

でLHが 現れる重起伏音調である。いずれの方言も、冒頭の[H]、音韻語末のHL,LHが 共

に音韻語に音韻句内の位置に関わらず一貫 して現われるため、 ピッチが高止まりしている

印象を強 く与える資料である。音韻句のマーカーである可能性があるのは、最初の[Hに 続

くピッチ下降の幅である。つまり、句頭の音韻語ではピッチが大 きく下降し、音韻語末の

HL,LHが(特 に長い音韻語で)低 く実現するものの、次の語ではまたピッチが回復 して、

次の音韻句まで全体 として句頭 と同じ高い水準でピッチが推移する、という構造のようで、

聴覚印象は薩摩半島南西部のそれとはだいぶん異なっている。「重起伏」で音韻語の両端の

境界を表示す る構造 といえるかもしれない。

屋久島北西の三島村方言テープは前半部が女性2名 、後半部が男性1名 を話 し手 として

のインタビューである。目録では前半は黒島の大里集落、後半が片泊集落 とされているが、

前半 ・後半 とも竹島が話題になっており、話 し手が生え抜きでない可能性がある。黒島大

里方言12についてはUwano(2007)に 記述 と音韻解釈が掲載されてお り、A型 で冒頭HLに 続

く[H、B型 で音韻語末LHに 先行するH]を もつ重起伏方言となっているが、県立図書館資

料の2名 の女性の発話では、A型 だけでな くB型 でも音韻句冒頭の位置でHL～H]が 現れ、

長いB型 音韻語は三段階(た だし、3段 目は下降ではな く上昇調)の ピッチを行き来す る

音調 となっている。音韻句冒頭以外の位置では、重起伏は現れず、音韻語末音節での非上

昇(A型)、 上昇(B型)で 型の弁別が維持されているように聞こえる。片泊の資料では重起伏

は聞かれず、音韻句冒頭のA型 音韻語は[H*F、B型 音韻語はL*[H]で 現われ る。冒頭以外

の位置ではA型 の末音節の2モ ーラ分割を含め出水方言 とほぼ同様で、音韻語 ごとにピッ

チが下降する。平山(1967)で は片泊方言のアクセント体系が大里より新しい と断 じている

が、屋久島諸方言 と同様、A型 とB型 で異なる音韻句境界表示 となっている点に注意が必

要であろうと考える。大里方言の音韻句表示は、一旦区別を失ってか ら二次的に区別が発

生 したという解釈も可能である。いずれにしても、同じ島でありなが ら二つの集落の方言

は、音韻句境界表示の点で大きく異なっている。
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3.韻 律分析 と音声 コーパス

鹿児島県西部 と周辺の島懊地域はアクセントの変異の報告が比較的多い地域である。そ

れに見合 うような密度で談話音声資料が存在 し公開されており、これ らの報告されたアク

セント形が実際の発話の中で どのように実現 しているかを確かめることができるというの

は、アクセント研究にとって実に幸運なことであると考える。本稿で主 として取 り上げた

鹿児島県本土側の方言の音韻句 と音韻語の実現の分析にもい くつか重要な知見を与える。

鹿児島県本土側に限れば、音韻語、つまりアクセン ト型の実現の弁別体系は、2種 類 し

かない。鹿児島市方言、出水市方言、長島町方言のような、A型 が末音節内部での下降調、

B型 が音韻句内部の音韻語境界でのピッチ下降によって弁別される体系 と、加世田市や薩

摩半島南西部の重起伏方言にみられる、A型 音韻語末でのピッチ昇降に対して、B型 音韻

語の次の語 との境界をまたいだピッチ昇降が弁別される体系である。 これ以外のアクセン

トの変異は基本的に音韻句の境界表示の違い、つまり、ピッチ上昇のタイミングがもっと

も遅い末音節卓立タイプ、ピッチが低か ら高へ推移する上昇調タイプ、冒頭でピッチが上

昇する高平調 タイプ、冒頭で上昇 したピッチが緩やかに下降するタイプ、冒頭での高音調

が固定長の持続の後低い段階に移行するタイプ、音韻語特徴 としてのピッチ上昇に先立っ

低平調連続 といった、音韻句冒頭部の音節連続にかかる曲線声調の違いによっている。鹿

児島県本土の方言では、冒頭部の音韻語の型の区別に関わらず同じタイプの曲線声調が音

韻句の境界表示に関わっている。このような非弁別的な特徴が型の弁別体系より変化 しや

すいことは、この地域でのアクセント変異のあり方からも実証される。

語単独のアクセン ト調査では見逃されやすいが、談話コーパスでは比較的容易 に確かめ

ることがで きる音韻現象 としては、薩摩半島南西部にみられる音韻語境界をまたいだ弁別

特徴の実現があげられ る。た とえぼ、加世田市方言アクセントは語単独の調査ではおそら

く鹿児島市方言 と同じと分析されるだろう。東京方言アクセントの平板型 と尾高型の弁別

がこの種の現象ではよく知 られている13が、東京式や京阪式以外での報告は少ない。管見

では佐藤(2005)で 報告された小林市の尾高1型 アクセントの音韻語境界を挟んだ 「高」音

調の連続が これに近い。佐藤氏はこの音韻語境界に音韻句の境界を設定するが、むしろ音

韻句冒頭音韻語末にはじまる高が次の(音 韻句境界に隔てられない)音 韻語の頭音節まで

持続するという分析のほうが、他の方言でのフォーカス音調 との並行性を保てるのではな

いか と考える。 この場合は、語単位のアクセント調査で見逃され る音韻句の特徴 というこ

とになろう。音韻句の特徴が句内の複数の音韻語にわたって実現するとすれば、句音調の

有無 は 「アクセントの弱化」というような単純なモデルでは処理できない現象 となろう。
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音 韻 句 の よ りよ い理 解 の た め に談 話 コー パ ス に よ る音韻 句 の分 析 は き わ めて 重 要 で あ る と

考 え る。

言 語 記 述 の ゴ ー ル は 、 コー パ ス の よ うな一 回性 の パ ロー ル の デ ー タが 与 え られ た と き、

そ の 背後 に あ る と考 え られ る言 語 の構 造 を過 不 足 な く読 み 取 って 説 明 で き る段 階 に 到 達 す

る こ とに あ る。 分 節 音 レベ ル で の分 析 が カ ナ転 写 に留 ま る段 階 で 韻 律 構 造 の み を 音 声 コー

パ ス か ら読 み取 ろ う とす る の は順 序 を誤 っ た蛮 勇 で あ っ たか も しれ な い 。 しか し、 言 語 の

音 韻 記 述 は ま だ、何 を 記 述 す べ き なの か が 十 分 に 明 らか で な い 段 階 に あ る よ うに思 わ れ る。

そ の 十 分 で な い部 分 を見 極 め るた め に実 際 の発 話 を じ っ く り と聞 い て 作業 仮 説 をた て 、 そ

れ を公 開 して 批 判 を待 つ とい う方法 を選 択 した。

した が って 、 本 来 は分 析 デ ー タ と共 に元 に な る音 声 デー タ を参 照 用 に公 開 す る こ とが 望

ま しい の で あ るが 、 テ ー プ の形 で公 開 され て い る も の とは い え、 自分 の もの で は な い 音 声

デ ー タの デ ジ タ ル公 開 に は ま だ未 解 決 の 問題 が 多 い。 著 作 権 法 上 の 問題 や 個 人 情 報 の 保 護

且4に関 わ る問 題 に じ ゅ うぶ ん 留 意 した 上 で
、 この よ うな論 文 出版 や 口頭 発 表 の 機 会 ご とに

方 言 採 録 テ ー プ の 学 術 的価 値 を説 明 し、学 術 利 用 の範 囲 と して利 用 許 諾 を 得 られ る条 件 に

つ い て 鹿 児 島 県立 図 書 館 と合 意 で き る よ う努 力 した い と考 え て い る。

鹿 児 島 県 立 図 書 館 方 言 採 録 テ ー プ と同様 な 日本 語 音 声 資 料 が ほ か に どれ だ け あ るか は わ

か らな い が 、 この よ う な過 去 の音 声 資 料 が 、 我 々 の み な らず 次 世 代 以 降 の研 究 者 に とっ て

も重 要 な 資 産 で あ る こ とを痛 感 す る。 現 有 の音 声 資 料 を デ ジ タ ル化 して 集積 し、 最 低 限 の

検 索 性 を確 保 で き る よ うな 情 報 を 付 加 した 上 で 共 有 で き る仕 組 み を 考 え て い く こ と も、

個 々 の研 究 者 の 責 務 と捉 え るべ き時 代 か も しれ な い。

注

(1)本 研究 は科研費(課 題番号2152041100)の 助成を受 けたものである。

(2)九 州方言学会(1991)の 後藤和彦氏に よる山川uir岡児 ヶ水方言形容詞活∫1]記述 では、連川形にガ イとガ

の2形 を立て、 アスペ ク ト助動詞 オッと丁寧形容詞モスをガへの承接形式 とす る。

(3)ア スペ ク ト形式 「あ りよる」の置換形 とみ られ る 「あってい る」 は、鹿児島方言だけでな く九州一

円で広 く聞かれ る。

(4)筆 者の世 代では丁禦形式は共通語形(デ スマス形)に 置 き換 えられている。児玉(2008)の 音声参考資

料 として提示 した方言落語(http:〃lg」et.kumamoto-u.ac.jp!prosody/yopparai.html)でも丁寧形 式(悼 屋及

び、妻の悼屋 との会話)は デスマス体で ある。

(5)こ の分析の早い もの として は原田(1934)が ある。この論文では類推変化の可能性 も示唆 して いる。
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(6)開 聞町方言採録 テープで は確認で きず。喜入=1∫テープは未聴。九州方言学会(1991)の 山川町 岡児 ヶ水

方言の詳述で、後藤和彦氏 は重起伏を少年層 に顕著な特徴 としてお り、長寿記念品配布時の佃別訪

問時 に町 内各地で採録 され た開聞町資料で これが聞かれないのは、世代差 による可能性が ある。た

だ し、後藤氏の記述では、lh川 町のそれは鹿児島市型の韻律構造(音 韻句)冒 頭 にHが 現れ るもの

で、本稿で扱 うもの とは必ず しも連続 とはみなされ ない。

(7)笠 沙plj片浦 方言(23-1)の テープ とその対訳は、『方言採録テープiヨ録』の記述 とは異 な り、上村孝 二

氏の編で1968年3月 に国立国語研究所はな しことば研究室から発行 された 「方言録音シ リーズ3」

と題 され る刊行物 であ り、他 の対訳木 と異な り、 ローマ字音韻表記付 きでタイプ打 ちされ、上村氏

に よる注や短い解説がついている。氏 は、戦前の調査では重起伏調であった ものがr.1flyに鹿児島式化

して いて、枕崎式の話 し手が混在 しているとい う主 旨の説明を加 えてい るが、 この観察 には賛同 し

かね る。

(8)A+B>Aの 複合語 と解釈。ほかに 「杉ILI」「旗色」(尾之間)な ど助詞付きで 同様の下降が聞かれ る。

(9)添 田(1996)で は、栗生式 として2拍 語後部に下降調 とみ られる表記を付 している。

(10)奥 村(1978)と 木部(2000)は 、二拍語の単独実現形の解釈か らこれ らの方言を二型アクセ ン トの祖形に

'近 い形 とし
、添田(1996)は それぞれ革新形 と解釈す る。

(11)方 言音声資料ではないが、 故 ・伊藤明彦氏が取材 した証言を集めた 「被爆者の声」(同名ホームペー

ジで も公開)で 聞かれ る二型 アクセ ン トの談r�では、長い音韻語での屋久島の ような三段階下降 は

確認で きなかった。

(12)児 玉(2009)p23の 「大 島黒1E方 言」 は、「黒鳥大里方言」の誤記である。

(13)川 上薬(1953)参 照。

(14)国 立 国語研究所の 「全国方言談話データベース」では、文字データ化 された部分 は紙媒体 ・CD-ROM

共に話者名や個人名が伏せ られてい る。
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